
１　はじめに

2016（平成29）年₃月の学習指導要領の改訂により，小学校学習指導要領解説 生活編にお
いて，“ 入学時の子供の発達や学びには個人差があり，それぞれの経験や幼児期の教育を踏ま
えたきめ細かい指導が求められます。そのためにも，幼稚園教育要領，保育所保育指針等を読
んだり，実際に 幼稚園・保育所等を訪問し教職員と意見交換をしたり，要録等を活用したり
して，幼児期の学びと育ちの様子や指導の在り方を生かしてスタートカリキュラムを編成など
も効果的である。” ことが示され (1)，小学校における幼児期の育ちや学びを踏まえて，小学校
の授業を中心とした学習へうまくつなげるため，小学校入学後に実施される合科的・関連的カ
リキュラムであるスタートカリキュラム (2) の設計が求められた。基本的には，公立学校にお
いては，管理運営が地方自治体であるため，自治体自身の教育委員会が設計することが一般的
である。子どもが，幼稚園や保育所から小学校へ移行する際に，校種の段差を乗り越えて滑ら
かな接続を可能とするためにスタートカリキュラムは検討されてきた。

また，国立大学の教員養成系の附属学校園においては，大学独自の管理運営のため，大学独
自でのスタートカリキュラムの設計が必須となる。国立大学の教員養成系の附属学校園につい
ては，その多くが教育の一貫性を重視した教育課程であるため，スタートカリキュラムのみで
の小学校の教育課程の運営であると，幼稚園との連携が十分に図れない可能性がある。そのた
め，幼稚園側からの就学前の幼児が円滑に小学校の生活や学習へ適応できるようにするととも
に，幼児期の学びが小学校の生活や学習で生かされ，つながるように工夫された₅歳児のカリ
キュラムであるアプローチカリキュラム (3) と小学校のスタートカリキュラムとを組み合わせ
た接続期カリキュラムの設計及び運営が必要となる。

そこで本研究では，宮崎大学教育学部附属幼稚園及び小学校の一貫教育を見据えたアプロー
チカリキュラムとスタートカリキュラムを組み合わせた接続期カリキュラムを附属学校園独自
で設計した。この設計のプロセスについて設計指針とともに設計した接続期カリキュラムの問
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題点と課題について報告する。

２　接続期カリキュラムの概要

既存の研究から横井は , 幼小連携における「接続」という言葉の見解として，「幼児教育と
小学校教育を滑らかにつなぐ」ことで幼稚園と・小学校双方の「カリキュラムをつなぐ」こと
が「接続」の最終的な目標とされると述べている (4)。接続期カリキュラムとは，横井が提案す
るように，幼稚園と・小学校双方のカリキュラムをつなぐための重要なガイドラインとなり得
る。文部科学省は，平成29年に改訂された小学校学習指導要領解説総則編（平成29年）第₃章・
第₂節では，“ 幼児教育との接続の観点から，幼児と触れ合うなどの交流活動や他教科等との
関連を図る指導は引き続き重要であり，特に，学校生活への適応が図られるよう，合科的な指
導を行うことどの工夫により第₁学年入学当初のカリキュラムをスタートカリキュラムとして
改善することとした。” と示した (5)。これにより，各自治体においては，地域における小学校
のスタートカリキュラムの設計を行うことになった (4)。例えば，国立教育政策研究所の「スター
トカリキュラム スタートセット」では，スタートカリキュラムとは，小学校へ入学した子供
が，幼稚園・保育所・認定こども園などの遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として，主体
的に自己を発揮し，新しい学校生活を創り出していくためのカリキュラムと示している (6)。ま
た，1990年後半に横浜市教育委員会が提案した小学校入学前までの年長児の最後の半年におけ
るカリキュラム編成とした幼児期教育を指す「アプローチカリキュラム」は，幼児期と小学校
がスムーズに繋がるための手立てとして，小₁プロブレムの予防などを目指し注目されてきた。
アプローチカリキュラムは，設計する自治体・学校などにより，定義や表記が様々であり，前
述したスタートカリキュラムとアプローチカリキュラムの両方を組み合わせたものを接続期カ
リキュラムと呼んでいる。一前・秋田は，接続期カリキュラムの開発については，「教育委員
会を中心とする自治体が接続期カリキュラムの開発・改善に積極的に関与していくこと」を
述べており (7)，2017年の国立教育政策研究所のプロジェクト研究である「幼小接続期の育ち・
学びと 幼児教育の質に関する研究」の成果を報告書では，接続期カリキュラムは，“ 自治体や
園・学校で作成されているが，目的や取組，接続期の捉え方はそれぞれ異なり，カリキュラム
に影響していた。” と指摘されており (8)，基本的には，自治体や園・学校が独自に開発するこ
とが一般的である。例えば，福元は，接続期カリキュラムの種類には，「学校体系改革アプロー
チ」と小₁プロブレムの予防を目指す「小₁プロブレム予防アプローチ」の₂種類があり，前
述した学校体系改革アプローチでは，“ 接続の理念や概念が議論となり，実践場面では問題に
直面する。” 一方で，後述した小₁プロブレム予防アプローチでは，“ 小学校中心に具体的な
対処策がその中心となるため現実に生起している課題に対処することができるが，その一方で
学校教育の在り方を見渡す視点が弱い。” と述べられている (9)。接続期カリキュラムについては，
現行でも試行錯誤の設計やカリキュラムの見直し等の研究が数多く行われている (10)-(12)。

３　アプローチカリキュラムの設計指針

これまで，宮崎大学教育学部附属幼稚園のほとんどの園児は宮崎大学教育学部附属小学校に
進学している現状にある。子どもたち（進学した園児）は進学後，小学校の生活に少しずつ適
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応しているが，中には適応に時間のかかる／または適応できない子どもの姿も見られてきた。
そのことについて，幼稚園の生活が自由すぎるという小学校側からの声も聞かれていた。本当
にそれが理由で，子どもの不適応が起こっているのかを検討する時期にきていると感じ，アプ
ローチカリキュラムを作るとともに，幼稚園での生活について見直したいと考える。

現在，附属幼稚園においての教育課程は修正を重ねながら編成している。しかし，その教育
課程の ＂ 何 ” を ＂ どのように ” 繋いでいくのかを附属小学校に明らかにしていないことが現状
である。そこで，現在の教育課程を見直し，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿が具体的に
示されているのかを確認することが必要であると考えた。子どもは，幼稚園の生活から小学校
の生活に移行すると，その違いに段差を感じて戸惑うことが多い。しかし，この段差は，幼児
期と児童期の発達の特性により教育の目標や内容及び方法，評価が大きく異なるために生じる
ことである。幼稚園として大切に考えているのは，子どもが自分の力で段差を乗り越えていく
ことができるように，保育の中でより自律的且つ協同的な活動を促し，その活動に挑戦し，達
成するような経験を多くしているかを捉えていくことであり，それを踏まえて子どもの育ちを
支えていきたいと考えている。また , 幼児期の教育と，小学校の教育の違いを附属幼稚園でも
把握し，幼児の育ちや幼児を取り巻く環境についての問題点や課題を意識して保育に取り組む
ための指標づくりをしたいと考えた。同時に，様々な教育を通して幼児期に育った力が，小学
校にどのように繋がっていくのかを見通すことが重要であると思われる。

付表₁は，設計したアプローチカリキュラムを示す。アプローチカリキュラムを作成する上
では，宮崎市の接続期カリキュラム作成の手引き（第₁版）(13) を参考にした。また，本園の
₅歳児の指導計画の₄期と₅期の発達の姿やねらい，内容及び子どもの姿と幼児期の終わりま
でに育ってほしい姿との関連，小学校に向けての配慮や工夫，気になる子どもへの対応，小学
校との連携，家庭との連携，評価反省の視点などの項目で編成している。手引きを参考にしな
がらも，本園独自の項目も挿入し，編成を行うようにした。また，アプローチカリキュラムを
設計するにあたり，2017 年に改定された幼稚園教育要領及び保育所保育指針，幼保連携型認
定こども園教育・保育要領に記載されている幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を中心的に
軸として設計をした。以下に，幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 (14) を記載する。
　⑴　健康な心と体

幼稚園生活の中で，充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働か
せ，見通しをもって行動し，自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。

　⑵　自立心
身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で，しなければならないことを自覚

し，自分の力で行うために考えたり，工夫したりしながら，諦めずにやり遂げることで達
成感を味わい，自信をもって行動するようになる。

　⑶　協同性　
友達と関わる中で，互いの思いや考えなどを共有し，共通の目的の実現に向けて，考え

たり，工夫したり，協力したりし，充実感をもってやり遂げるようになる。
　⑷　道徳性・規範意識の芽生え　

友達と様々な体験を重ねる中で，してよいことや悪いことが分かり，自分の行動を振り
返ったり，友達の気持ちに共感したりし，相手の立場に立って行動するようになる。また，
きまりを守る必要性が分かり，自分の気持ちを調整し，友達と折り合いを付けながら，き
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まりをつくったり，守ったりするようになる。
　⑸　社会生活との関わり

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ合う中で，人
との様々な関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，
地域に親しみをもつようになる。また，幼稚園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや生
活に必要な情報を取り入れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用したり
するなど，情報を役立てながら活動するようになるとともに，公共の施設を大切に利用す
るなどして，社会とのつながりなどを意識するようになる。

　⑹　思考力の芽生え
身近な事象に積極的に関わる中で，物の性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付いたり

し，考えたり，予想したり，工夫したりするなど，多様な関わりを楽しむようになる。ま
た，友達の様々な考えに触れる中で，自分と異なる考えがあることに気付き自ら判断した
り，考え直したりするなど，新しい考えを生み出す喜びを味わいながら，自分の考えをよ
りよいものにするようになる。

　⑺　自然との関わり・生命尊重
自然に触れて感動する体験を通して，自然の変化などを感じ取り，好奇心や探究心をもっ

て考え言葉などで表現しながら，身近な事象への関心が高まるとともに，自然への愛情や
畏敬の念をもつようになる。また，身近な動植物に心を動かされる中で，生命の不思議さ
や尊さに気付き，身近な動植物への接し方を考え，命あるものとしていたわり，大切にす
る気持ちをもって関わるようになる。

　⑻　数量や図形，標識や文字などへの関心・感覚
遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字

の役割に気付いたりし，自らの必要感に基づきこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつ
ようになる。

　⑼　言葉による伝え合い
先生や友達と心を通わせる中で，絵本や物語などに親しみながら，豊かな言葉や表現を

身に付け，経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり，相手の話を注意して聞いた
りし，言葉による伝え合いを楽しむようになる。

　⑽　豊かな感性と表現
心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で，様々な素材の特徴や表現の仕方など

に気付き，感じたことや考えたことを自分で表現したり，友達同士で表現する過程を楽し
んだりし，表現する喜びを味わい，意欲をもつようになる。

４　スタートカリキュラムの設計指針

表₁は，大単元「１ねんせいになったよ」（75時間）の計画表を示す。本稿で提案するするスター
トカリキュラムは，第１学年の入学日から，生活科と各教科等との関連を図りながら，大単元
を計画してスタートカリキュラムを設計した。スタートカリキュラムでは，生活面と学習面の
₂場面を軸として設計を進めた。生活面では「新しい環境に慣れること」及び「小学校と幼稚
園・保育園との違いを，スモールステップで埋めていくこと」，「できること・できていたこと
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は，自分でさせること」を目標とし，学習面では，幼児期に遊びから学んできたことを配慮し，
子どもの意識の流れを重視して，活動を取り入れながら学ぶことを意識させながらスタートカ
リキュラムを構成した。

表₂は，週ごとのテーマを設定した週案の一例を示す。寳地が提案する子どもの成長の姿を
週単位でイメージして，段階的に学校生活に適応させるための週ごとのテーマを設定した (15)。
同表では，第１週目に，期待と不安でいっぱいであることから，不安感の解消を中心に構成し
た。まず，学校内における身近な場所（靴箱，トイレ，教室）に行き，利用の仕方もあわせて
指導した。また，15分間を一区切りとし意識させ，立ったり座ったり，話を聞いたり体を動か
したりと，活動にメリハリをつけるようにした。

付表₂は，設計したスタートカリキュラムを示す。スタートカリキュラムでは，各教科のね
らいを大切にしながら，他教科等と合科的・関連的に指導が行える内容とし，意図的に組み合
わせて学習を行った。また，低学年児童の集中できる時間を配慮し，15分間単位で活動を区切
るなど，時間配分についても配慮した。
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大単元名 １ねんせいになったよ（75時間）

単元名 みんななかよし（41時間） せんせいといっしょにがっこ
うたんけん（17時間）

２ねんせいといっしょにがっ
こうたんけん（17時間）

生活科 ・ともだちをたくさんつくろう ・がっこうをたんけんしよう ・２ねんせいとたんけんしよう

国語

・はきはきあいさつ
・よろしくね
・はじめのいっぽ
・しせいともちかた
・ひらがなのかきかた

・あいうえおのうた
・せいかつにひろげよう
・ひらがなのかきかた

・ともだちにはなそう
・ひらがなのかきかた

算数 ・オリエンテーション
・かずとすうじ ・なんばんめ ・いくつといくつ

音楽 ・あつまれおんがくなかま ・おんがくにあわせて ・おんがくにあわせて

図画工作 ・すきなものなあに

体育 ・固定施設を使った運動遊び ・からだほぐしの運動

道徳 ・あいさつのきもちよさ ・みんながつかうものやばしょ ・たのしいがっこう

学級活動
・がっこうのせいかつ
・さあきゅうしょくがはじま

るよ
・はなしのききかた

学校行事 ・入学式 ・春の遠足 ・ささの葉運動会

備　考 ・保健室，トイレの場所確認 ・運動会練習
・朝の会，帰りの会 ・清掃の仕方

表₁　大単元の計画表



５　接続期カリキュラムの実現に向けた問題点と課題

ここでは，アプローチカリキュラムとスタートカリキュラムを設計する過程で検討が必要で
ある問題点と課題を明記した。まず，アプローチカリキュラムでは，“ 子どもの育ちの問題点
と課題について ” 検討した。アプローチカリキュラムを設計する上での対象である₅歳児の問
題点として，“ 自分の思い通りにいかないときに，我慢することが苦手なことがある。” や “ 教
師の指示が全体の場で伝わりにくいことがある ” などが挙げられる。同様に，課題としては，“ 先
生の指示が分かり，友達と相談したり協力したりしながら生活する子どもを育てる。” また，“ 幼
稚園と小学校との連携・接続について ” の観点から，問題点として “ 生活科の共同研究として
幼小連携は行ってきたが，交流活動を行うために活動の前後の話し合いは行ってきたものの，
互いの教育内容を十分に検討することまではできていない ” 点が挙げられ，課題としても，“ 幼
稚園での育ちが小学校でどのような力になるのかを，確認するために，スタートカリキュラム
を作成する ” などが挙げられる。

次に，スタートカリキュラムでは，子どもの育ちの問題点と課題について考えると，“ 幼稚
園側と小学校側が十分な情報交換を行っておくことが必要で，幼児期の経験について情報を把
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表₂　週案の一例
 

   

 

8 9 10 11 12
げつ か すい もく きん

にゅうがくしき かていほうもん きゅうしょくかいし

けいかくはいふ

あさ ★ がっきゅうのじかん がっきゅうのじかん

せいそう ★ ★
がっこうのぎょうじ

げんきしらべ

おへんじのれんしゅう

がっこうぎょうじ

にゅうがくしき

がっこうぎょうじ がっきゅうかつどう

下校班編成
にゅうがくしき

（多目的室）

がっきゅうかつどう がっこうのぎょうじ がっきゅうかつどう

がっこうせいかつの

かえるようい 給食指導
すたあと

きゅうしょく × × 〇
ひるやすみ × × ×

げこうよてい １２じ １２じ１０ぷんごろ １３じ３０ぷんごろ

・はんかち ・はぶらし
・ちりがみ ・こっぷ
・うわぐつ ・くれよん

・よごれてもよいふく

ぎょうじ

1

じゅんび

2

3

4

5

だい１しゅうじかんわり

生活・国語・音楽
（各１５分）

みんななかよし
・ 健康観察の仕方

・ トイレ・靴箱の使

い方

・ 荷物の片付け方

・ 仲間づくりゲーム

生活・国語
（各３０分）

みんななかよし

・ 並び方

・ 廊下の歩き方

・ 初めての名前

音楽（３０分）
みんななかよし

・ 歌（遊び歌）

・ 小音楽会の練習

体育（４５分）
みんななかよし

・ 並び方

・ 遊具の使い方

・ 校庭で遊ぶ

学校の行事（１５分）
みんななかよし

・当番決め

・帰る用意

図工（４５分）
すきなものなあに

 



握しておくことで，子どもの実態に合った活動や発問に生かしていくことが可能となる。” こ
とが挙げられる。また，カリキュラムの設計上，教科等の配列や合科的・関連的な指導はどう
であったかの見直しを図り，教育課程全体を俯瞰し，その都度計画の書き換えを行っていく「足
跡カリキュラム」(16) の設計も必要となっていく。この点については，アプローチカリキュラ
ムについても同様である。これからの接続期カリキュラムの運用においても，教師からの意見
や問題点の指摘をどれくらい取り入れていけるのかが本接続期カリキュラムの改善及び十分に
活用できる重要な点となると考える。

６　むすび

本論文では， 附属幼稚園と附属小学校の連続性を見据えた教育内容における接続期カリキュ
ラムを設計した。設計した接続期カリキュラムは，附属幼小接続のためのアプローチカリキュ
ラムとスタートカリキュラムを同時に設計することで実現した。

今後は，設計した接続期カリキュラムにおいて現段階では，運用していく上での問題点や課
題は見られるが，小学校での合科的・関連的指導に向けた接続期カリキュラムの編成と幼児期
と小学校の教育課程をスムーズに繋ぐことを目指し運用しながら今後も改良を行っていく。
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４
期

（
１

２
月

・
１

月
）

５
期

（
２

月
・

３
月

）
発
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の
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友

達
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友
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友
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。
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。
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。
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友

達
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一
緒
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過
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。
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た
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生
活

を
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え
よ
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す
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。
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迎
え

る
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然
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変
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付
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し
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友
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、

達
成

感
を

味
わ

う
。

○
　

遊
び
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進

め
る
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達
と
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緒
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、
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し

た
り

す
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。
○

　
か

る
た

や
す

ご
ろ
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な

ど
正
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の

遊
び

を
通

し
て

、
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や
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字
な

ど
に

親
し

む
。

○
  遊

び
に

必
要

な
材

料
や

用
具

を
整

え
、

遊
び

を
進

め
る

。
（

集
団

活
動

・
交

流
活

動
）

○
  課

題
に

取
り

組
み

な
が
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達

成
感

や
充

実
感

を
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わ
う

。
○

　
自

分
か

ら
１

年
生

と
か

か
わ

り
を

も
と

う
と

す
る

。
○

　
中

学
生

と
遊

ぶ
経

験
を

す
る

。

○
　

友
達

の
気

持
ち

や
考

え
を

受
け

入
れ

て
、

話
し

合
い

な
が

ら
生

活
す

る
。

○
  ス

ム
ー

ズ
な

園
生

活
の

た
め

に
、

一
日

の
生

活
の

流
れ

を
見

通
し

て
、

進
ん

で
行

動
す

る
。

   
○

　
病

気
の

予
防

の
仕

方
を

知
り

、
進

ん
で

行
う

。
○

  春
の

芽
生

え
を

感
じ

る
よ

う
な

様
々

な
も

の
に

触
れ

、
自

然
の

移
り

変
わ

り
を

感
じ

る
。

 
○

　
多

く
の

友
達

と
ル

ー
ル

の
あ

る
遊

び
を

十
分

に
楽

し
む

。
○

　
共

通
の

目
的

に
向

か
っ

て
、

工
夫

し
た

り
協

力
し

た
り

す
る

楽
し

さ
や

充
実

感
を

味
わ

う
。

○
　

遊
び

の
中

で
数

や
文

字
な

ど
を

使
う

喜
び

を
味

わ
う

。
○

　
遊

び
に

必
要

な
材

料
や

用
具

、
場

所
な

ど
を

自
分

た
ち

で
整

え
て

遊
ぶ

。
（

集
団

活
動

・
交

流
活

動
）

○
　

卒
園

式
練

習
を

通
し

て
、

進
学

に
期

待
感

を
抱

く
。

○
　

小
学

校
に

い
る

人
や

環
境

を
知

る
機

会
を

も
ち

、
進

学
を

楽
し

み
に

す
る

。

子
ど

も
の

姿
と

幼
児

期
の

終
わ

り
ま

で
に

育
っ

て
ほ

し
い

姿
と

の
関

連

・
　

自
分

の
意

見
が

通
ら

ず
に

納
得

で
き

な
い

こ
と

が
あ

っ
て

も
、

友
達

の
考

え
を

聞
き

な
が

ら
自

分
の

気
持

ち
を

抑
え

た
り

、
切

り
替

え
た

り
し

よ
う

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
(1

)(
9)

・
　

自
分

の
考

え
を

伝
え

、
友

達
の

考
え

に
も

耳
を

傾
け

、
分

か
り

合
お

う
と

す
る

。
(1

)(
9)

・
　

い
ろ

い
ろ

な
友

達
の

よ
さ

に
気

付
き
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認

め
た

り
ほ

め
た

り
す

る
。

(1
)(

9)
・

　
遊

ぶ
場

所
、

弁
当

や
お

や
つ

を
食

べ
る

場
所

な
ど

を
自

分
た

ち
で

整
え

る
。

(2
)(

6)
・

　
か

ぜ
の

予
防

の
た

め
に

、
手

洗
い

や
う

が
い

を
自

分
か

ら
す

る
子

ど
も

が
い

る
。

ま
た

、
友

達
に

も
そ

の
大

切
さ

を
伝

え
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と
す

る
。

(9
)

・
　

氷
や

霜
柱

の
不

思
議

さ
や

美
し

さ
に

気
付

い
た

り
、

触
れ

た
り

、
集

め
た

り
、

試
し

た
り

す
る

。
(3

)(
7)

・
　

時
季

的
な

遊
び

と
し

て
の

か
る

た
、

す
ご

ろ
く

、
凧

揚
げ

、
こ

ま
回

し
、

羽
根

つ
き

な
ど

が
見

ら
れ

る
。

そ
の

中
で

数
や

文
字

を
遊

び
に

活
用

す
る

子
ど

も
も

い
る

。
(8

)(
9)

・
　

寒
い

日
で

も
、

登
園
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す
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に

鬼
遊

び
や

サ
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ー
遊

び
な

ど
の

ル
ー

ル
の

あ
る

遊
び

に
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り
組

み
、
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続
け

る
子

ど
も

が
い

る
。

(3
)(
4)

・
　

シ
ョ

ー
ご

っ
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や
お

店
や

さ
ん

ご
っ

こ
に

い
ろ

い
ろ

な
友

達
を

招
待

し
、

楽
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も
う

と
す

る
。

(6
)(

9)
(1

0)
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科

学
技

術
館

で
は

、
約

束
を

守
り

な
が

ら
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動
し

、
遊

ぶ
中

で
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々
な

発
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を
楽

し
む

。
(5

)(
6)

(8
)

（
運

動
遊

び
）

・
　

今
ま

で
体

験
し

た
ル

ー
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を
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に
し

な
が

ら
オ

リ
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の
鬼

遊
び
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え
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。
(1

)(
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(3
)(

4)
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縄

跳
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鬼

遊
び
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ド

ッ
チ

ボ
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ル
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の

遊
び

に
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し

て
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な
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た
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友
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の

楽
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く
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ー

ブ
メ
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参
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し
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。
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)(
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遊
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友
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。
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も
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続
し

て
遊
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組
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と

す
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。
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)
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マ
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。
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友
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。
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友
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れ
た

り
す

る
。

(5
)(

9)

・
　

生
活

の
中

で
見

聞
き

し
た

い
ろ

い
ろ

な
出

来
事

や
情

報
、

自
分

の
思

い
な

ど
を

友
達

や
先

生
に

話
す

。
(5

)(
9)

・
　

着
替

え
る

と
す

ぐ
に

自
分

か
ら

遊
び

に
加

わ
っ

た
り

、
友

達
を

誘
っ

た
り

し
な

が
ら

多
く

の
友

達
と

一
緒

に
遊

ぶ
。

(2
)(

3)
(9

)
・

　
園

生
活

の
見

通
し

や
時

間
が

分
か

り
、

自
分

で
考

え
て

行
動

す
る

よ
う

に
な

る
。

(1
)(

2)
・

　
友

達
と

一
緒

に
園

内
の

い
ろ

い
ろ

な
場

所
の

片
付

け
を

す
る

。
(3

)(
4)

・
　

健
康

に
気

を
付

け
よ

う
と

し
て

自
分

か
ら

手
洗

い
や

う
が

い
、

衣
服

の
調

整
を

す
る

。
(1

)(
2)

・
　

水
や

り
を

し
な

が
ら

冬
野

菜
の

生
長

を
楽

し
み

に
し

、
収

穫
し

て
食

べ
る

こ
と

を
喜

ぶ
。

(7
)

・
　

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

、
ク

ロ
ッ

カ
ス

、
ム

ス
カ

リ
、

ア
ネ

モ
ネ

、
ヒ

ヤ
シ

ン
ス

な
ど

、
自

分
か

ら
水

や
り

を
し

な
が

ら
生

長
を

確
認

す
る

。
(7

)
・

　
氷

や
霜

柱
、

ツ
ク

シ
、

ヨ
モ

ギ
な

ど
を

見
つ

け
て

観
察

し
た

り
採

集
し

た
り

す
る

。
(7

)
・

　
い

ろ
い

ろ
な

ご
っ

こ
遊

び
の

中
で

お
互

い
の

提
案

を
受

け
入

れ
合

っ
た

り
、

必
要

な
物

を
自

分
た

ち
で

考
え

て
準

備
し

た
り

し
て

、
一

つ
の

遊
び

に
じ

っ
く

り
と

取
り

組
む

。
(3

)(
5)

(6
)(

8)
(9

)(
10

)
・

　
縄

跳
び

や
手

紙
の

や
りと

り
、

お
店

屋
さ

ん
ご

っ
こ

な
ど

で
、

数
や

文
字

に
触

れ
興

味
をも

っ
て

読
ん

だ
り

書
い

た
り

す
る

。
(3

)(
5)

(6
)(
8)

(9
)

（
運

動
遊

び
）

・
　

短
縄

や
長

縄
で

は
い

ろ
い

ろ
な

跳
び

方
や

数
多

く
跳

ぶ
こ

と
、

わ
ら

べ
う

た
に

合
わ

せ
た

跳
び

方
な

ど
に

挑
戦

す
る

。
(1

)(
2)

(8
)

・
　

鬼
遊

び
や

ド
ッ

チ
ボ

ー
ル

、
サ

ッ
カ

ー
遊

び
な

ど
で

ル
ー

ル
に

つ
い

て
話

し
合

い
な

が
ら

、
わ

か
り

や
す

い
ル

ー
ル

を
決

め
、

多
く

の
友

達
と

体
を

動
か

す
遊

び
を

楽
し

む
。

(1
)(

4)
(9

)

（
造

形
遊

び
）

・
　

編
み

物
や

縫
い

物
、

釘
打

ち
な

ど
の

遊
び

を
、

友
達

と
一

緒
に

楽
し

む
。

(6
)(

8)
(1

0)

小
学

校
進

学
に

向
け

ての
配

慮
や

工
夫

基
本

的
な

生
活

習
慣

に
お

い
て

、
手

洗
い

や
う

が
い

の
仕

方
、

身
支

度
の

仕
方

、
ト

イ
レ

の
使

い
方

、
ス

リ
ッ

パ
の

並
べ

方
、

は
し

の
使

い
方

な
ど

の
確

認
。

話
の

聞
き

方
、

活
動

へ
の

意
欲

、
片

付
け

、
自

分
の

着
た

も
の

の
た

た
み

方
な

ど
の

確
認

。
基

本
的

な
生

活
習

慣
に

お
い

て
、

手
洗

い
や

う
が

い
の

仕
方

、
身

支
度

の
仕

方
、

ト
イ

レ
の

使
い

方
、

ス
リ

ッ
パ

の
並

べ
方

、
は

し
の

使
い

方
な

ど
の

確
認

。
話

の
聞

き
方

、
活

動
へ

の
意

欲
、

片
付

け
、

自
分

の
着

た
も

の
の

た
た

み
方

な
ど

の
確

認
。

気に
なる

子ど
もへ

の対
応

個
別

の
支

援
計

画
の

作
成

個
別

の
支

援
計

画
の

作
成

及
び

小
学

校
へ

の
引

継
ぎ

小
学

校
と

の
連

携
小

学
校

入
学

予
定

の
子

ど
も

の
情

報
交

換
を

行
う

。
（

集
団

活
動

）　
活

動
名

：
ク

リ
ス

マ
ス

か
ざ

り
づ

く
り

、　
ビ

ー
ズ

の
ブ

ロ
ー

チ
を

つ
く

ろ
う

、　
凧

を
つ

く
ろ

う
（

交
流

活
動

）　
活

動
名

：
も

う
す

ぐ
１

年
生

・
１

年
生

と
の

交
流

、　
中

学
生

と
遊

ぼ
う

小
学

校
入

学
予

定
の

子
ど

も
の

情
報

交
換

を
行

う
。

（
集

団
活

動
）　

活
動

名
：

安
全

な
行

き
帰

り
、　

雛
人

形
を

つ
く

ろ
う

、　
卒

園
式

の
練

習
に

参
加

し
よ

う
（

交
流

活
動

）　
活

動
名

：
小

学
校

へ
行

こ
う

、　
小

学
校

１
年

生
と

の
交

流

家
庭

と
の

連
携

話
の

聞
き

方
や

次
の

日
の

準
備

を
す

る
こ

と
、

登
校

の
方

法
を

練
習

す
る

機
会

を
作

っ
て

も
ら

う
。

早
寝

、
早

起
き

、
朝

ご
は

ん
の

生
活

習
慣

を
再

確
認

し
て

も
ら

う
よ

う
に

伝
え

る
。

話
の

聞
き

方
や

次
の

日
の

準
備

を
す

る
こ

と
、

登
校

の
方

法
を

練
習

す
る

機
会

を
作

っ
て

も
ら

う
。

早
寝

、
早

起
き

、
朝

ご
は

ん
の

生
活

習
慣

を
再

確
認

し
て

も
ら

う
よ

う
に

伝
え

る
。

評
価

反
省

の
視

点

・
　

子
ど

も
一

人
一

人
が

自
分

の
こ

と
が

自
分

で
で

き
る

よ
う

に
保

育
を

行
っ

た
か

。
・

　
自

分
の

思
っ

て
い

る
こ

と
を

周
り

の
人

に
言

え
る

よ
う

に
援

助
を

行
っ

た
か

。
・

　
子

ど
も

の
思

い
を

十
分

に
受

け
入

れ
な

が
ら

保
育

を
行

う
よ

う
に

心
が

け
た

か
。

・
　

寒
く

て
も

戸
外

で
遊

ぶ
子

ど
も

と
一

緒
に

活
動

で
き

て
い

た
か

・
　

子
ど

も
同

士
の

あ
た

た
か

い
か

か
わ

り
方

が
で

き
る

よ
う

な
雰

囲
気

作
り

を
行

っ
た

か
。

・
　

子
ど

も
同

士
で

考
え

を
出

し
合

っ
た

り
認

め
合

っ
た

り
で

き
る

関
係

を
把

握
で

き
て

い
た

か
。

・
　

子
ど

も
が

困
っ

て
い

る
場

面
で

子
ど

も
が

納
得

す
る

援
助

が
で

き
て

い
た

か
。

・
　

子
ど

も
の

成
長

を
し

っ
か

り
確

認
し

な
が

ら
保

育
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

か
。

・
　

卒
園

式
ま

で
に

、
子

ど
も

の
気

持
ち

の
安

定
を

図
っ

た
り

、
式

に
対

す
る

心
構

え
を

考
え

る
機

会
を

つ
くっ

た
り

す
る

こと
が

で
き

た
か

。

☆
５
歳
児
修
了
時
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
「
１
０
の
姿
」

(1
)健

康
な

心
と

体
　

(2
)自

立
心

　
(3

)協
同

性
　

(4
)道

徳
性

・
規

範
意

識
の

芽
生

え
　

(5
)社

会
生

活
と

の
関

わ
り

　
(6

)思
考

力
の

芽
生

え
　

(7
)自

然
と

の
関

わ
り

・
生

命
尊

重
(8

)数
量

・
図

形
、

文
字

等
へ

の
関

心
・

感
覚

　
　

(9
)言

葉
に

よ
る

伝
え

合
い

　
　

(1
0)

豊
か

な
感

性
と

表
現

幼小連携における接続期カリキュラムの設計 115

付
表

₁
　

設
計

し
た

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
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付
表

₂
　

設
計

し
た

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

オ リ エ テ ー シ ョ ン

③

ふ え た り

へ っ た り ①

た
し
ざ

ん
｢
1
｣

（
７
）

２
０
ま

で
の
か

ず
(
7
)

3
つ
の
数

の
計
算

(
4
)

１
０
０

ま
で
の

か
ず
の

計
算

（
２
）

同
じ
か

ず
ず
つ

（
２
）

お
お
い

方
す
く

な
い
方

（
２
）

い
っ

し
ょ
に

お
さ
ん

ぽ
（
2
)

コ
ロ

コ
ロ

ペ
ッ

タ
ン

シ
ャ

カ
シ

ャ

カ
(
3
)

ひ
も
ひ

も
ね
ん

ど （
２
）

ま
ね
っ

こ
げ
ー

む
(
１
)

ハ
ー
ド

ル
走
④

跳
の
運

動
遊
び

（
２
）

① あ か る い あ い さ

つ
② は り き り い ち ね

ん せ い

⑪ お か し く な い か

な
⑦ め だ か の め ぐ

③ か ぼ ち ゃ の つ る

⑤ は や と の ゴ ー ル

⑧ じ ゃ ん け ん ぽ ん

⑨ お じ い ち ゃ ん の

た ん ざ く

㉑ じ し ん が お き て

㉒ く り の み

⑭ げ ん き な て る く

ん と
⑩ げ ん き で ね 、

あ げ は く ん

⑬ だ れ も 見 て い な

い
⑫ ぼ く の こ と き み

の こ と

㉔ は し の 上 の お お

か み
㉘ サ バ ン ナ の 子 ど

も
㉖ 七 つ ぼ し

⑰ み ら い に む か っ

て
㉓ ぽ っ か ぽ か

⑲ 大 す き 、 わ た し

た ち の 町

⑳ ノ ン ノ ン だ い

じ ょ う ぶ

⑥ き ん の お の ぎ ん

の お の

㉚ な い ち ゃ っ た

⑯ と な り の ジ ェ

ニ ー ち ゃ ん

⑮ 空 い ろ の た ま ご

㉙ う ん ど う ぐ つ

㉜ 二 わ の こ と り

㉗ と も く ん の 字

⑯ は ち さ ん の バ ッ

ジ
④ ぼ く は 、 き ゅ う

し ょ く と う ば ん

㉝ ハ ム ス タ ー の 赤

ち ゃ ん

㉕ み っ ち ゃ ん の や

く そ く

㉛ 大 あ わ て の ダ ン

プ
㉞ 大 す き だ か ら

が っ こ う の

せ い か つ

さ あ き ゅ う し ょ く

が は じ ま る よ

【 食 】

は な し の

き き か た

と い れ の

つ か い か た

運 動 会 の

ス ロ ー ガ ン （ 話 ）

と う こ う す る と き

げ こ う す る と き

（ 情 ）

た く さ ん

本 を よ も う

い ち ょ う が っ き ゅ

う の と も だ ち と

お と な の は を

み が こ う （ 歯 ）

上 手 な 聴 き 方

（ 集 中 し た 聴 き

方 ） 【 も 】

は し を つ か っ て

み よ う 【 食 】

あ い さ つ

（ ご め ん な さ い ）

【 も 】

せ い け つ な か ら だ

【 性 】

た の し い

な つ や す み

（ 話 合 い ）

か か り か つ ど う を

き め よ う

つ く え の な か を

み て み よ う

じ っ し ゅ う せ い を

お く る か い （ 話 ）

あ た た か い 言 葉 の か け

方 （ 泣 い て い る 友 達

に ） 【 も 】

じ が く の う と の

と り く み か た

あ た た か い 言 葉 の か け

方 （ 友 達 の よ い と こ

ろ ） 【 も 】

（ 話 合 い ）

き ゅ う し ょ く の

ひ み つ を さ ぐ ろ う

【 食 】

な ま え の よ び か た

(人 )

（ 話 合 い ）

（ 話 合 い ）

給 食 感 謝 週 間 に

つ い て （ 話 ）

（ 話 合 い ）

お へ そ の ひ み つ

【 性 】

（ 話 合 い ）

（ 話 合 い ）

（ 話 合 い ）

も う す ぐ 二 年 生

音
読
指
導
・
読
書
指
導
の
充
実

安
全
意
識
を
高
め
る
指
導

教
育
相
談
の
充
実

教
育
実
習
生
と
の

出
会
い

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着

給
食
時
間
の
過
ご
し
方
の
理

解
給
食
時
間
内
に

食
べ

き
る
こ
と
が

で
き
る
量

の
把

握
給
食
の
食
べ
方
の
指
導

運
動
会
に
向
け
て

基
本
的
な
学
習
・
生
活
ル
ー
ル
の
理
解

学
習
態
度
の
定
着

（
聴
き
方
・
鉛
筆
の
持
ち
方
・
発
表
の
仕
方
）

家
庭
学
習
の
習
慣
化

教
育
相
談
の
充
実

附
属
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
確
認

学
習
や
遊
び
，
行
事
を
と
お
し
た
仲
間
づ
く
り

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
推
進

学
級
開
き

当
番
活
動
の
理
解
・
経
験

水
泳
指
導
の
充
実

教
育
実
習
生
と
の
出
会
い

教
育
相
談
の
充
実

教
育
相
談
の
充
実

給
食
の
食
べ
方
の
指
導

給
食
当
番
の
仕
事
の
理
解
・
定
着

人
権
を
大
切
に
し
た
仲
間
づ
く
り

自
分
の
成
長
の
実
感
で
き
る
場
の
設
定
と
２
年
生
に
向
け
て
の
意
識
の
高
揚

学
び
合
い
，
高
め
合
う
こ
と
の
で
き
る
授
業
の
構
築
と
伝
え
合
う
力
の
育
成

教
育
相
談
の
充
実

係
活
動
の
充
実

教
育
相
談
の
充
実

教
育
相
談
の
充
実

跳
び
箱
を
使
っ
た

運
動
遊
び

（
７
）

固
定
施
設

鉄
棒
（
３
）

表
現
遊
び
（
５
）

ボ
ー
ル
遊
び

ボ
ー
ル
け
り
ゲ
ー
ム

（
１
０
）

教
育
実
習
生
と
の

出
会
い

お
別
れ
遠
足
に
向
け
て

性
教
育

性
教
育

ひ
か
り
の
お
く
り

も
の

（
５
）

か
ら
だ
ほ
ぐ
し
の

運
動
（
２
）

走
の
運
動
遊
び
（
７
）

リ
ズ
ム
遊
び
(５

)
多
様
な
動
き
（
２
）

固
定
施
設
，
鉄
棒
を

使
っ
た
運
動
遊
び
（
６
）

ボ
ー
ル
遊
び

ボ
ー
ル
投
げ
ゲ
ー
ム

(
１
０
)

マ
ッ
ト
を
使
っ
た

運
動
遊
び

（
７
）

走
の
運
動
遊
び

（
６
）

跳
の
運
動
遊
び

（
４
）

は
こ
で
つ
く
っ
た
よ
（
５
）

う
つ
し
た
か
た
ち
か
ら

（
５
）

や
ぶ
い
た
か
た
ち

か
ら
う
ま
れ
た
よ

(
4
)

す
き
な
も
の

な
あ
に
（
2）

ち
ょ
き
ち
ょ
き

か
ざ
り
（
4）

せ
ん
せ
い
あ
の
ね
（
6）

つ
な
や
つ
ち
と

な
か
よ
し
（
3
）

く
る
く
る

ま
わ
し
て
(
4
)

の
っ
て
み
た
い
な

い
き
た
い
な
（
5
)

ど
ん
ど
ん

な
ら
べ
て
（
3)

あ
め
で
す
よ
（
４
）

た
し
ざ
ん
｢
2
｣

（
９
）

か
た
ち
づ
く
り

（
５
）

ふ
く
し
ゅ
う
・

じ
ゅ
ん
び
う
ん
ど

う
（
１
）

ひ
き
ざ
ん
「
２
」
（
１
１
）

た
す
の
か
な
ひ
く
の
か
な
（
１
）

２
０
ま
で
の
か
ず

（
７
）

よ
み
と
る
算
数
(
1
)

と
け
い
（
１
）

お
お
き
さ
く
ら
べ
「
1
」

（
５
）

2
0
1
9
年
度

　
　
　
　
　
第
１
学
年
　
学
習
プ
ラ
ン

月
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

０
の
た
し
ざ
ん
と

ひ
き
ざ
ん
（
２
）

も
の
と
ひ
と
の
か
ず

（
２
）

こ
と
ば
あ
そ
び
う
た
を
つ
く
ろ
う
（
６
）

せ
い
か

つ
に
ひ
ろ
げ
よ
う
（
２
）

い
ろ
い
ろ
な
お
は
な
し
を
よ
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

公
開
研
究
会

お
別
れ
遠
足

卒
業
式
・
修
了
式

入
学
式

実
習
Ⅰ

プ
ー
ル
開
始

水
泳
大
会

学
年
テ
ス
ト
・
持
久
走
大
会

わ
ん
ぱ

く
フ
ェ
ス
タ

秋 休 み

春
の
遠
足

さ
さ
の
葉
運
動
会

交
通
教
室

学
年
テ
ス
ト

新
入
児
１
日
入
学

夏 休 み

実
習
Ⅱ

リ
ズ
ム
と
な
か
よ
し
（
６
）

い
い
お
と
み
つ
け
て
（
４
）

こ
と
ば
あ
そ
び
（
３
）

あ
ひ
る
の
あ
く
び
（
４
）

ぶ
ん
を
つ
く
ろ
う
（
３
）

お
ば
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
（
３
）

ひ
ら
が
な
の
か
き
か
た
（
３
）

き
い
て
つ
た
え
よ
う
（
２
）

「
は
」
「
へ
」
「
を
」
を
つ
か
っ
て

ぶ
ん
を
か
こ
う
（
４
）

ど
う
や
っ
て
み
を
ま
も
る
の
か
な

（
６
）

い
し
や
と
い
し
ゃ
（
３
）

こ
ん
な
こ
と
し
た
よ
（
４
）

お
お
き
な
か
ぶ
（
８
）

せ
い
か

つ
に
ひ
ろ
げ
よ
う
（
２
）

ほ
ん
の
ひ
ろ
ば
（
１
）

え
に
っ
き
を
か
こ
う
（
４
）

あ
る
け
あ
る
け
木

（
３
）

は
な
し
た
い
な
　
き
き
た
い
な
（
５
）

か
ん
じ
の
は
な
し
（
５
）

ひ
ら
が
な
の
か
き
か
た
（
３
）

か
い
が
ら
（
６
）

か
ぞ
え
う
た
（
５
）

か
ん
じ
の
か
き
か
た
（
３
）

お
は
な
し
を
よ
も
う
（
１
５
）

か
ん
字
の
か
き
か
た
（
３
）

か
た
か

な
を
か
こ
う
（
３
）

わ
た
し
の
は
っ
け
ん
（
７
）

よ
う
日
と
日
づ
け
を
お
ぼ
え
よ

う
（
３
）

か
ん
字
の
か
き
か
た
（
２
）

い
と
し
子
命
の
つ
ど
い

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動

家
庭
連
絡

ク
リ
ー
ン
作
戦

実
習
Ⅲ

生
活

ぼ
く
・
わ
た
し
の
う
ち
の
ひ
と
（
１
０
）

い
ち
ね
ん
せ
い
に
な
っ
た
よ
（
１
４
）

・
　
み
ん
な
な
か
よ
し

・
　
せ
ん
せ
い
と
い
っ
し
ょ
に
が
っ
こ
う
た
ん
け
ん

・
　
２
ね
ん
せ
い
と
い
っ
し
ょ
に
が
っ
こ
う
た
ん
け
ん

が
っ
こ
う
の

ま
わ

り
を
た
ん
け
ん
し
よ
う
（
１
２
）

・
　
ふ
ぞ
く
よ
う
ち
え
ん
へ
い
こ
う

・
　
き
り
し
ま
じ
ど
う
こ
う
え
ん
へ

い
こ
う

な
つ
と
あ
そ
ぼ
う
（８

）

あ
そ
び
に
い
こ
う
よ
（
２
０
）

「
わ
っ
し
ょ
い
！
げ
ん
き
ま
つ
り
」
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
（
５
）

は
る
に
な
っ
た
よ
（
1
5
）

行
事

等

国
語

み
ん

な
の

せ
か

い
（

４
）

あ
い
う
え
お
の
う
た
（
５
）

よ
ろ

し
く

ね
（

２
）

ふ
た
と
ぶ
た
（
３
）

し
せ

い
と

も
ち

か
た

（
１

）
せ

い
か

つ
に
ひ
ろ
げ
よ
う
（
１
）

秋
の
校
外
学
習

じ
を

か
こ

う
（

３
）

と
も
だ
ち
に
は
な
そ
う
（
４
）

ひ
ら

が
な

の
か

き
か

た
（

３
）

学
ん
だ
　
こ
と
を
　
生

か
し
て
　
か

こ
う
（
５
）

■
　
一

年
生

の
　
お
も
い
出
を
　
カ
ー
ド
に
　
か

こ
う

　
　
　
　
　
　
〈
学

き
ゅ
う
文

し
ゅ
う
づ
く
り
〉

し
を
よ
も
う
（
２
）

か
ん
字
の
か
き
か
た
（
２
）

む
か
し
ば
な
し
を
た
の
し
も
う

（
６
）

お
は
な
し
を
つ
く
ろ
う
（
９
）

い
ろ
い
ろ
な
や
り
か
た
を
く
ら
べ

て
か
ん
が
え
よ
う
（１

３
）

「
じ
ゃ
ん
け
ん
や
さ
ん
」
を
ひ
ら
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

ま
と
め
（
２
）

ま
と
め
て
よ
ぶ

こ
と
ば

（
３
）

せ
い
か

つ
に
ひ
ろ
げ
よ
う
（
２
）

こ
え
に
出
し
て
よ
も
う
（
１
６
）

か
た
ち
の
に
て
い
る
か
ん
字
（
３
）

「お
も
い
で
ブ
ッ
ク
」を

つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

か
た
か
な
を
 
か
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
り
も
の
の
こ
と
を
し
ら
べ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

お
も
い
出
し
て
か
こ
う
（
８
）

「す
き
な
も
の
ク
イ
ズ
」
を
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

か
ん
じ
の
か
き
か
た
（
３
）

は
き

は
き

あ
い

さ
つ

（
２

）

か
ん
字

を
か

こ
う
（
２
）

か
ん
字

を
か

こ
う
（
２
）

か
ん
字

を
か

こ
う
（
２
）

◇
か
ん
字
の
　
は
な
し

ひ
ら
が
な
の
か
き
か
た
（
３
）

な
ん
ば
ん
め

（
２
）

ふ
く
し
ゅ
う
(
１
)

と
ん
こ
と
と
ん
（
５
）

ほ
ん

が
た

く
さ

ん
（

３
）

ね
こ
と
ね
っ
こ
（
３
）

い
く
つ
と

い
く
つ

（
７
）

か
ず

と
す

う
じ

（
９

）

書
写

は
じ

め
の

 い
っ

ぽ
（

２
）

ひ
ら
が
な
を
 
か
こ
う
（
３
）

ひ
ら
が
な
を
 
か
こ
う
（
３
）

ひ
ら
が
な
 
だ
い
す
き

（
３
）

■
な
つ
や
す
み
の

も
く
ひ
ょ
う
や

　
え
に
っ
き
を
　
か
こ
う

い
ろ
い
ろ
な

か
た
ち
(
３
)

ふ
く
し
ゅ
う

(
１
)

ひ
き
ざ
ん
｢
1
｣

(
9
)

ふ
く
し
ゅ
う

(
1
)

か
ん
字

を
か

こ
う
（
２
）

◇
か
ん
字
の
　
は
な
し

お
は
な
し
や
　
文
し
ょ
う
を

　
　
　
　
　
　
　
　
か

こ
う
（
３
）

※
　
か

き
ぞ
め

冬 休 み

お
と
で
よ
び
か
け
っ
こ
（
８
）

コ
ロ
コ
ロ

ゆ
ら
り
ん
(4
)

ご
ち
そ
う
パ
ー

テ
ィ
ー
を
は
じ
め
よ

う
（
3
）

み
ん
な
，

あ
そ
ぼ

う
よ
！

（
1
７
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん

と
の
ふ
れ
あ
い

も
の
の
い
ち

（
１
）

大
き
さ
く
ら
べ

｢
２
｣
（
４
）

大
き
い
か
ず
（
１
３
）

か
え
ま
す
か
？
か
え
ま
せ
ん
か
？

（
１
）

よ
み
と
る
算
数

（
１
）

も
う
す
ぐ

２
年
生

（
３
）

算
数

こ
ん
に
ち
は

け
ん
ば
ん
ハ
ー
モ

ニ
カ
(
３
)

音
楽

あ
つ
ま
れ

お
ん
が
く
な
か
ま
（
２
）

ど
れ
み
と
な
か
よ
し
（
５
）

に
っ
ぽ
ん
の
う
た

＊
う
み

み
ん
な
の
う
た
（
２
）

よ
う
す
を
お
ん
が
く
で
（
８
）

お
と
の

ス
ケ
ッ
チ
（
４
）

き
き
あ
っ
て
あ
わ
せ
て

（
４
）

ぎ
ょ
う
じ
の
う
た
（
２
）

図
画

工
作

な
に
が
で
て
く
る
か
な
(
6
)

は
こ
か
ざ
る
ん
る
ん
(
4
)

体
育

水
に
な
れ
る
遊
び

浮
く
・
も
ぐ
る
遊
び

（
１
３
　
）

多
様
な
動
き
を
つ
く
る

運
動
遊
び
（
６
）

鬼
遊
び
（
７
）

お
ん
が
く
に
あ
わ
せ
て
（
６
）

＊
か
た
つ
む
り

道
徳

学
級

活
動

（
も
く
せ

い
を

含
む
）

学 級 プ ラ ン

助
け
合

う
子

（
徳

）

話
合
い
活
動
の
進
め
方
の
理
解
と
充
実

家
庭
学
習
の
推
進

係
活
動
の
実
施

力
い
っ
ぱ

い
運

動
す
る
子

（
体

）

安
全
意
識
を
高
め
る
指
導

話
し
合

う
子

（
知

）

安
全
意
識
を
高
め
る
指
導

読
書
活
動
推
進
③

家
庭
学
習
の
推
進

縄
跳
び
の
奨
励

家
庭
学
習
の
推
進

読
書
活
動
推
進
②

附
属
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
確
認

持
久
走
大
会
に
向
け
て

ぐ
ん
ぐ
ん
そ
だ
て
（
あ
さ
が
お
）
（
６
）

ぐ
ん
ぐ
ん
そ
だ
て
（
動

植
物

）
（
３
）

太
文

字
は

，
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
関

連


